












要約:三歳児健康診査における視覚検査の事後措置として最も重要な方法である眼鏡装用

の基準を決めるために,視力および屈折度を 1 年以上観察できた三歳児 393 名,786 眼につ

いて眼鏡装用の有無による視力および屈折度の経過をみた。その結果,視力 0.5 以上で屈

折度の程度が軽度であると眼鏡装用の有無にかかわらず就学時必要な視力である 0.7 以上

は得られた。乱視を含めた屈折度による眼鏡装用の基準については今後の検討を要する。


